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沖潅弟には様々な免疫系機能分子が発現 していることが知 られ るが､その機
能の多くが不明である.そうした分子の一つであるF¢TRnB娃マウスの抑勧性
ニューロンであるパルプアルブミンニューロンに発現しているが､その機能は不明
であった｡本研究はその分子が月毎の成長期にシナプスの形成に額極的に関わってい
ることを､FcYR丑Bノックアウトマウスを用いた臭駄モデルで明らかにした研究で
あり,縛士論文として相応 しい内容である事を醸静した｡今嶺多くの免疫系機能分
子が中枢神経系における孟要な役割が解明されてい(ことが期待されるが.そうし
た研究の一乗として非常に価値のある研究成果と考える.
